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 表しHg-Ar系のポテンシャルパラメータ
 Rε/AD,/cm膿角ノcm岨β2ノ幽み
 のロ
 診/Aわ/A
 丑
3
1
◎
 ◎
3
6
鯛
ノ
 ゥ
ゆ
む
む
4
3
4
4
 X
A
君
c
 142畳.39
 3齢丑.46
 蔭3玉.覗
6LILo3..
2.oo
 2.丑《)
 2.欝
 2。47.
o
o
 o。442。7玉
 。(1.4◎乱撃3
 且.鱗
 。.6磐
 シミュレーションには以下に示す,内側の反発領域を修正した
 拡張Mo鵬関数を使用した.
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 表2.恥巡r系のポテンシャルパラメータ
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 シミュレーションには拡張Mo鵬関数を用いた.
 表3懸緒N2,CO系の非断熱遷移確率
謬噛蕩遷移確率遼坤諺遷移確率
 H緒N2
 H号。()
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0.30
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0.1-0.2
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 論文審査の結果の要旨
 原子分子が衝突反応の途上に経由する遷移状態を知る分光法,即ち「遷移状態分光法」を開発すること
 は,反応ダイナミクス研究における主要な課題の一つである。黒澤孝裕提出の論文は,衝突で広がった原
 子共鳴線の遠翼吸収帯を光励起する独自の遷移状態分光法を開発し,これを三重項励起水銀の微細構造間
 遷移過程における遷移状態と遷移ダイナミクスの解明に適用した結果を述べたものである。
 当論文は4章から構成され,第1章緒言に続く第2章においては,スピン三重項状態で全軌道角運動量
 が$」=1$の状態にある水銀原子が,二原子分子との衝突によって$」二〇$の状態へ遷移する過程を取り
 上げ,この過程の途上に経由する二つの励起状態を遠翼励起法によって観測し,非断熱遷移の確率が経由
 す準分子状態に依って大きく変わることを観測し,それぞれの経路における単位衝突当たりの遷移確率を
 決定した。特に窒素分子との衝突では,衝突最近接の近傍で対称性を破る非断、熱遷移がコリオリ結合によっ
 て起こることを明らかにした。第3章においては,三重項励起水銀の$j-2$から$1-i$への衝突遷移
 過程を取り上げた。この過程で経由する準分子状態$c$は衝突対の間の距離が大きいときには光学禁制
 励起状態であるが,衝突対が接近すると,基底状態からの双極子遷移モーメントが誘起される。著者は遠
 翼励起法によって$c$状態への光吸収を観測し,その解析から遷移モーメント曲線及び関連状態のポテ
 ンシャル曲線を決定した。また,希ガスとの衝突では,$c$状態上での弾性散乱が支配的であるのに対
 して,二原子分子との衝突では$B$状態への非断熱によって$j=2$から$j=1$への微細構造間遷移
 が著しく促進されることを初めて観測した。第4章は結語である。
 以上,黒澤孝裕提出の論文は,分子分光学と分子ダイナミクスの分野に基本的に重要な情報をもたらし
 ており,これは本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示」ている。
 よって,黒澤孝裕提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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